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無料送迎バス（＊８ページ参照） 通常運行 バスなし（平日） バス 

１７：００ 閉門 

十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
の
御
正
忌
報
恩
講
結
願
日
中
法
要
の
後
、
本
願
寺

御
法
主
台
下
を
始
め
、
御
一
門
様
お
出
ま
し
の
も
と
参
詣
の
皆
さ
ま
と
食
を
い

た
だ
き
ま
す
。 

蓮
如
上
人
の
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
、
平
座
で
僧
俗
共
に
行
わ
れ
て
き
た
御
講

果
非
時
。
報
恩
講
参
詣
と
共
に
、
食
を
通
し
て
感
恩
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

機
縁
と
し
て
、
是
非
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
事
前
申
し
込
み
制
】
冥
加
金 

三
千
円 

お
申
し
込
み
は
、
東
山
浄
苑
尚
書
（
総
合
受
付
）
に
て
事
前
に
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。 

年
の
締
め
く
く
り
に
、
ま
た
新
た
な
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
常
日
頃
お
見
守
り
下
さ
る
御

本
尊
（
阿
弥
陀
如
来
）
と
ご
先
祖
に
、【
あ
り
が

と
う
】
の
気
持
ち
を
込
め
た
灯
火
を
お
供
え
し

ま
し
ょ
う
。 

 

年
末
年
始
、
日
ご
ろ
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
ご

先
祖
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。 

【
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】・【
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正
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鐘
】
で
は
、
ふ
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ん
、
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侶
し
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撞
く
こ
と
が
で
き
な
い
鐘
楼
堂
の

梵
鐘
が
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別
に
開
放
さ
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ま
す
。
家
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連
れ
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参
詣
し
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す
い
昼
間
の
開
催
で
す
。
ぜ
ひ
、
家

族
全
員
で
感
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の
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き
を
味
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、
心
新
た
に

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
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